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2021年 6月 20日
ねん がつ にち

年間第 12主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

｢先生、わたしたちがおぼれてもかまわないのですか｣
せんせい

マルコ福音に記されているこの弟子たちの叫びは、現在のわたしたちの叫びでもありま
ふくいん しる で し さけ げんざい さけ

す。世界中の人が、新型コロナ感染症と、それに伴う社会経済活動の停滞の中で、い
せ かいじゅう ひと しんがた かんせんしょう ともな しゃかいけいざいかつどう ていたい なか

のちと生活の危機にさらされている現在、まさしくわたしたちは、荒波に翻弄される船
せいかつ き き げんざい あらなみ ほんろう ふね

の中に取り残されたような思いであります。
なか と のこ おも

荒れ狂う波風を鎮められた主は、「なぜ怖がるのか。まだ信じないのか」と語りかけます。
あ くる なみかぜ しず しゅ こわ しん かた

すなわち、この自然界をコントロールしているのは、人間ではなくて、創造主である神
し ぜんかい にんげん そうぞうぬし かみ

であることをイエスは明確にします。ヨブ記にも、世界を創造したのは神であって、そ
めいかく き せ かい そうぞう かみ

れを支配しているのも神の権威であることが記されていました。
し はい かみ けん い しる

わたしたちは、科学や技術が発達しても、人間の知恵と知識には限界があることを、自
か がく ぎ じゅつ はったつ にんげん ち え ち しき げんかい し

然災害などを通じてたびたび思い知らされてきました。歴史に必ず刻まれるであろう今
ぜんさいがい つう おも し れき し かなら きざ こん

回の事態も、やはりわたしたちの知恵と知識には限界があることを明確にし、この世界
かい じ たい ち え ち しき げんかい めいかく せ かい

を支配する神に祈り求め、叫び続けることの重要さを肌で感じさせています。
し はい かみ いの もと さけ つづ じゅうよう はだ かん

人間の限界を超えた出来事がなぜ起こるのかは、わかりません。しかしながら、わたし
にんげん げんかい こ で き ごと お

たちにはその理不尽さの中にあっても、神に祈り求めると同時に、出来ることを懸命に果
り ふ じん なか かみ いの もと どう じ で き けんめい は

たしていく務めがあります。弟子たちも、イエスを起こして声をかけるまで、ただあき
つと で し お こえ

らめて荒波に翻弄されていたわけではなく、なんとか船をコントロールしようと力を尽
あらなみ ほんろう ふね ちから つ

くしていたことでしょう。

パウロは、そういうわたしたちに対して、「キリストの愛がわたしたちを駆り立てていま
たい あい か た

す」と、コリントの教会への手紙に記し、キリストのために生きるようにと促します。
きょうかい て がみ しる い うなが

キリストのために生きるわたしたちは、その愛に駆り立てられて、キリストのように行動
い あい か た こうどう
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する事を求められます。
こと もと

キリストの愛に駆り立てられ、キリストのように生きようとするとき、神の似姿である
あい か た い かみ に すがた

人間の尊厳が、ないがしろにされるような事態が、この困難な状 況の中で頻繁に起こ
にんげん そんげん じ たい こんなん じょうきょう なか ひんぱん お

ることを⾒逃すことは出来ません。疑⼼暗⻤の中で不安に駆られる人の⼼は、どうして
み のが で き ぎ しんあん き なか ふ あん か ひと こころ

も安⼼を求めて利己的になってしまいます。自分のいのちの危機を感じ取るほど、他者
あんしん もと り こ てき じ ぶん き き かん と た しゃ

への寛容さはたやすく忘れられてしまいます。そんな中で社会にあって異質な存在は、
かんよう わす なか しゃかい い しつ そんざい

排除の対象となってしまいます。教皇フランシスコは、2018 年の難⺠移住者の日のた
はいじょ たいしょう きょうこう ねん なんみん い じゅうしゃ ひ

めのメッセージに、「あらゆる旅人がわたしたちの扉を叩くたびに、それはイエス・キ
たびびと とびら たた

リストとの出会いの機会になる」と記し、その上で、「受け入れ、保護、支援、統合」と
で あ き かい しる うえ う い ほ ご し えん とうごう

いう四つの行動が重要だと呼びかけました。
よっ こうどう じゅうよう よ

わたしたちは、この困難のなかにあっても、助けを必要とする人たちに⼼を向け、｢受
こんなん たす ひつよう ひと こころ む う

け入れ｣、｢保護」し、｢支援｣しながら、社会全体へと｢統合｣しようとしているでしょう
い ほ ご し えん しゃかいぜんたい とうごう

か。

かつて 20 世紀の終わりころ、国連が提唱する｢人間の安全保障 ｣の重要性を説いて、
せい き お こくれん ていしょう にんげん あんぜん ほ しょう じゅうようせい と

国際社会で高く評価されていたのは日本政府でした。武力による安全保障ではなく、
こくさいしゃかい たか ひょう か に ほんせい ふ ぶ りょく あんぜん ほ しょう

一人ひとりの人間の尊厳を守ることで、世界の安全を確立しようと、政府は国際社会に呼
ひと にんげん そんげん まも せ かい あんぜん かくりつ せい ふ こくさいしゃかい よ

びかけていました。残念ながら人間の尊厳が等しく守られる社会の実現への道は、まだ
ざんねん にんげん そんげん ひと まも しゃかい じつげん みち

まだ遠い道程だと感じさせられます。
とお みちのり かん

不安な事態の中で恐れ悩んでいるわたしたちは、神のはからいに信頼して祈り求めなが
ふ あん じ たい なか おそ なや かみ しんらい いの もと

らも、同時にキリストの愛に駆られて、賜物であるいのちが守り抜かれるように、行動
どう じ あい か たまもの まも ぬ こうどう

していきましょう。


